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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第２学年　　総合的な学習の時間

	２　ねらい
	・地域で働く幅広い年齢の方との交流を通して、それぞれの立場や考え方を尊重し、積極的に人間関係を築くことができる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・２年生では、地域で働く幅広い年齢の方と交流する職場体験を通して、勤労の意義や働く人々の様々な思いを知り、友達と共有する必要があると考える。

・本実践は、一人一事業所で取り組む中で自立心を養い、働くことの喜びや苦労を知る。職業調べを積み上げ、職場体験先の職業に関しての理解を深め、体験活動に生かしていく。学び、働くことの目的を理解し、夢を育てるというキャリア教育の視点から、意義ある活動である。


	主な学習活動
	時数

	･職場体験先を決め、準備をしよう
	５

	「職場体験レベルアップ大作戦！」
(1)  職業調べから学んだことを話し合い、職場体験に生かせる内容を考えることができる。

(2)  キャリア教育としての目標

「人間関係形成・社会形成能力」

＜コミュニケーションスキル＞
	１

	＜職場体験＞
	

	「職場体験で学んだことを深めよう！」
(1) 職場体験で学んだことを深めるために友達と意見交換し、これからの生活に生かすことができる。
(2) キャリア教育としての目標

「人間関係形成・社会形成能力」

   ＜コミュニケーションスキル＞
	１

	・お礼の手紙を書こう
	１






職場体験で学んだことを深めよう！
１　学年、教科・領域　　　中学校第２学年　　総合的な学習の時間
２　本時の目標

（１）職場体験で学んだことを深めるために友達と意見交換し、これからの生活に生かすことができる。

（1） 「人間関係形成・社会形成能力」＜コミュニケーションスキル＞
３　準備

　○　職場体験時の写真、ワークシート、充実度グラフ
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）

	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　職場体験を振り返り、充実度について自己評価をする。

・ワークシートに充実度とその理由を考えて書く。

・黒板にある充実度グラフ（％）に名前（ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄ）を貼る。

２　学級全体の充実度を知り、本時のねらいを聞く。
	○職場体験時の写真を提示し、体験したことを思い出させる。

○職場体験の充実度自己評価とその理由を記入させる。

○職場体験を振り返り、働くことや生き方に関して自分の考えをまとめていくとともに、友達の考えや学びを知って、自分の生活に生かすことがねらいであることを伝える。

	３　職場体験で感じたことについて意見交換する。

　・みんな体験だけではなく、きちんと自分の考えをもつことができていたのですごいと思った。

４　「職場体験中の自分」について振り返る。


　・子供がとても元気でびっくりしている自分だった。

　・この仕事が合っているか少し不安な自分だった。　
	◎意見交換をしたり、友達の振り返りを回し読みしたりすることにより、気付いたことや考えたことをワークシートへ自由に記入し、発表させる。
○生徒一人一人の素直な気持ちを表現させる。

○机間指導により、一人一人の生徒の気付きに注目し、自分への気付きを自分のよさととらえることができるように助言する。

○自分の将来を考える上で、自分のよさを生かし、改善が必要なところは補っていかなければならないことを話し、生徒に自分のことをじっくり振り返らせる。

	５　学習を終えて学んだことをまとめて発表する。

　・自分に合った職業を見付け、自立するために頑張ろうと思う。

　・毎日同じ仕事ができるのは、誇りをもって働いているからできることだと分かった。
	○友達の考え方、感じ方を知ることは、自分の考えが深まり、今後の生き方について考えるきっかけとなることを助言する。
☆職場体験で学び、これからの生活に生かしたいことを記入できたか、発言やワークシートから判断する。
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「自分の夢への第一歩を踏み出そう」





単元名





本実践





本実践





＜道徳＞


1-(2)


より高い目標を目指し、希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志をもつ





＜道徳＞


4-(5)


勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める





＜特別活動＞


自分を生かす職業





自分の課題を見付けよう





職場体験中のあなたは、どんな自分だったろう








